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【全試合結果】        〈 Ａコート〉
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社団法人 日本ホッケー協会

　　　　　　　　　　　　　　　【各試合の結果・詳細】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａコート　第1試合　女子準決勝　

＜得点＞

：

：

＜戦評＞

Ａコート　第2試合　女子準決勝

＜得点＞

：

：

＜戦評＞

　山梨学院大学のセンターパスにより前半戦が開始された。山梨学院は優位に試合を進め、８分、１３分とＰＣを取得す
るが先制点を挙げることは出来ない。１２分、天理大学＃９大塚にグリーンカードが出され、１人少ない状況でも積極的
に攻めに向かった天理は２０分にＰＣから＃１３早戸がタッチシュートで先制点を挙げる。対する山梨学院も２２分、２３
分と続けてＰＣを取得し、チャンスを作るが、得点にはならず山梨学院に焦りが見える。その後、一進一退の攻撃が続く
が、天理は＃９大塚を中心に山梨学院と点差を広げようと力が入る。終盤には両チームとも退場者を出すなど激しい攻
防の中、次の１点を目指すが、そのまま１－０で天理がリードで前半戦を折り返した。
　後半戦に入り、直後３６分に天理＃７打谷からのセンターリングで＃３西村がタッチシュートし２点目を挙げ、山梨学院
に差をつける。更に４１分ＰＣを取得した天理は、＃６野村の力強いストレートでゴールを決め、３点目を挙げる。差を広
げられた山梨学院は反撃を仕掛け、ＰＣを取得するが、チャンスを活かすことが出来ない。逆に６３分、天理がＰＣを取
得。これを＃６野村が再びヒットシュートを放ち４点目を挙げ突き放す。点を返したい山梨学院は、６６分ＰＣを取得する
が天理のＤＦの壁は厚く、得点を挙げることが出来ない。更に試合終了間際にもＰＣを取得するが、天理の好セーブに
より得点にはならず、試合は終了した。４－０で天理が勝利し、明日の決勝へ駒を進めた。
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　立命館大学のセンターパスにより前半戦が開始された。両チームスピードのあるゲームを展開し、一進一
退の攻防が行われる。８分、東海学院大学がＰＣを取得するが、決められない。その後、東海学院のペース
で試合は進み、得点チャンスも訪れるが、あと一歩のところで得点には繋がらない。立命館も１７分、２０分と
立て続けにＰＣを取得するが、得点出来ない。先制したのは東海学院、２７分ＰＣを＃２坂井がドラッグシュー
トを決めた。更に３１分、東海学院＃９石田のスピードのある回り込みからのパスを＃８日隈がタッチシュート
で決め２点目を挙げる。その後、流れは東海学院のまま進み、２－０で東海学院がリードし、前半戦を折り返
した。
　後半戦に入り、点を返したい立命館は、東海学院陣内に攻め込むが最終的にゴール前にボールを送るこ
とが出来ない。４３分、４８分と東海学院の猛攻を防いだ立命館は、５５分＃１１中山の押し込みにより１点を
取り返した。更に立命館は５８分、ＰＣを取得し、点を取り返そうとするも得点にはならない。その後、東海学
院は２人の退場者を出し、一時、９対１１の試合が展開される。それでも東海学院は勢いを緩めることなく攻
め続ける。試合終了５分前、ようやく１１対１１となり更に激しい戦いとなる。しかし、立命館は１点を返すこと
が出来ず、試合はそのまま終了。２－１で東海学院が勝利し、明日の決勝へ駒を進めた。
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Ａコート　第3試合　男子準決勝　

＜得点＞

：

：

＜戦評＞

Ａコート　第4試合　男子準決勝　

＜得点＞

：

：

＜戦評＞
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　山梨学院大学のセンターパスにより前半戦が開始された。両チームとも素早く、力強いプレーを見せ、一
進一退の攻防が続く。１３分、山梨学院＃２７大家がリバースシュートを決め、先制点を挙げる。山梨学院は
テンポの良いパスで、更に相手陣内に攻め入る。しかし、慶應義塾大学のＤＦの好セーブにより、なかなか
得点には結びつかない。慶應義塾もゴール前にボールを集めるが、得点することが出来ない。その後も互
いにシュートチャンスが訪れるが得点を挙げることは出来ない。１－０で山梨学院がリードし、前半戦を折り
返した。
　後半戦に入っても両チーム譲らない攻防が続く、早い展開の試合となった。４６分、山梨学院＃１０草野が
絶妙なパスを送り、＃３村田が強烈なリバースシュートで２点目を挙げる。対する慶應義塾も得点を返そうと
反撃するが、山梨学院のＤＦを破ることはできない。勝利が決定的となった終了間際の７０分、ＰＣから＃２７
大家がリバウンドを落ち着いて決め、３点目を挙げる。同時に試合は終了。３－０で山梨学院が勝利し、明
日の決勝へ駒を進めた。
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　天理大学のセンターパスにより前半戦が開始された。両チームともスピードのあるパスやキレのあるドリブ
ルで相手を崩そうとするも、攻めきることが出来ない。８分、天理はＰＣを取得し、＃３下市が鋭いヒットシュー
トを放つが、ボールは枠を外れ、得点にはならない。立命館大学も１１分、１９分にＰＣを取得。しかし、天理
の固いＤＦに阻まれる。その後、試合の流れを立命館が掴み、積極的に攻め込こんで天理のゴールを脅か
す。立命館は立て続けにＰＣを取得し、強烈なシュートを放つが、天理ＧＫ＃２８井川の好セーブにより得点
することは出来ない。両チーム無得点のまま前半戦を折り返した。
　後半戦に入り、立命館が流れを掴み、天理陣内に攻め込んだ。しかし、３７分、一瞬の隙を付き天理＃６三
谷が速攻からのチャンスを活かし、リバースシュートで先制点を挙げる。追う立命館はＰＣを取得するなど、
再三反撃を試みるが、得点に繋げることが出来ない。しかし、６１分、立命館＃１４渡部からのセンターリング
を＃７堀江がタッチシュートで決め、同点に追いつく。更に立命館は追加点を狙い、ゴールに迫るが天理は
それを許さない。立命館の激しい攻撃を守り切った天理は、７０分、ＰＣを取得。これを＃３下市がドラッグ
シュートを決め、一歩リードする。そのまま試合は終了し。２－１で天理が勝利し、明日の決勝へ駒を進め
た。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明日の組み合わせ　　　　　〈Ａコート〉
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